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ニューロンは,誕生後に細胞分裂を経ずにその機能並
びに形態を劇的に変化させる.この過程で細胞核の形態
も大きく変化するが,これと連動すると考えられるクロ
マチン空間配置の変化に関する先行研究は少ない.一方,
核膜内膜直下の構造物ラミナの主要構成分子 Laminは,
核の形態維持のみならず,細胞核内のクロマチン配置の
区画化並びにエピジェネティック制御に関与しているこ
とが知られている.本研究では,ニューロン成熟過程に
おけるクロマチン空間配置の変化, またこれに対する
Laminの役割について調べることを目的としている.こ
れまでに,マウス海馬ニューロンでのマイクロアレイを
用いた遺伝子発現解析により, 14番染色体に,成熟依存
的に発現上昇する遺伝子数の割合が高い領域を見出し
た. DNA FISHによりその領域は,成熟に伴い核膜近傍
から中心へと移動していることが明らかとなり,
LaminB1,B2 mRNAの発現は,成熟に伴い劇的に減少し
ていた.更に,成熟したニューロンでは約 67kDaの完全
長の LaminB1蛋白質が減少し,約 35kDaと分子量の低
い蛋白質の出現が認められた.以上のことから,ニュー
ロン成熟に伴う LaminB1の発現変化による核ラミナの
性質変換が, 14番染色体領域の核膜近傍への配置及び遺
伝子発現に影響を与えているのではないかと考え,現在,
その可能性について検討中である.
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